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論 文 内 容 の 要 旨

輝広範切除後の病態生理を検索するために,雑種成犬に50%以上の切除率で勝切除を施行し,残存僻の

外分泌機能の変動を観察して糖負荷試験による輝内分泌機能の成績と比較検討した｡

実験方法 :雑種成犬を Nembutal(sodiumpentobarbital)25mg/kg静脈内投与により麻酔し,主輝管

を損傷しないようにして50-90数%の切除率で揮体尾部,揮鈎部を切除した｡切除率は手術による切除岸

と剖検して採取した残存勝の重量を秤量して算出した｡

(1) 輝外分泌機能検査

･雑種成犬 (N二三19)について輝切除を施行し,術後3週目以降にパ̂ンクレオザイミンーセクレチン試験

(p-Stest)を行ったOすなわちパンクレオザイミンlu./短,叱クレチンlu./kgを負荷後,輝十二指腸

液を採取し,体重当り及び残存勝の単位重量当りの液量,アミラーゼ量 (So,mogyi法)を測定したOまた

正常犬 (N-5)の成続を対照とした｡

(2) Glucosetolerancetest(GTT)

経静脈性糖負荷試験では 0.5mg/kgの glucoseを負荷後, 5軌 15分,30分,60分,120分の血糖量

を 0-toluidine法により測定し,g】ucosedisappearanceconstant(k値)が1.2以下であるものを糖尿

と判定したO

実験成績およびまとめ

1) 対照群 (N-5)における p-Stestの結果,体重当りの液量は 2.66土0.24(Mean土SEM)血1/kg,

アミラーゼ量は 968土68u./kg, 単位膜重量当りではそれぞれ 1.02士0.09ml/g,368土17u./gであっ

た0

2) 50-70%揮切除群 (N-5)では GTTの成績は正常, p-Stestにおいて体重当りの液量は 1.66土

0.53mi/kg, アミラーゼ量 は 603土172u./kg単位藤重量当りではそれぞれ 1.18士0.46血/g,439士

202uノgであり,残存岸の外分泌機能は内分泌機能と共によく維持されていた｡

3) 70-90%輝切除群 (N=;9)では術後一定期間は正常な耐糖能を有するが,次第に糖尿を発現する例を
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みとめ,p-Stestの成績を糖尿群と非糖尿群に分けて検索すると, 糖尿群 (N-4)では体重当りの液

量は 1.15士0.21mi/kg,アミラーゼ畳は303士94u./kg,単位藤重量当りではそれぞれ1.42士0.16ml/

g,375士8lu./g,非糖尿群 (N-5)では体重当りの液量は 1.48士0.55ml/kg,アミラーゼ量は 505士

155u･/kg,単位膜重量当りではそれぞれ 1･85士0･49ml/g,614士96u･/gであった｡体重当りや液量は

対照群よりやや低下し,糖尿群と非糖尿群に差をみとめなかった｡体重当りのアミラーゼ量は低下し,

非糖尿群に比し糖尿群に低下が著しい.一方,単位膜重量当りの液量,アミラーゼ量はかえって対照群

より上昇しており,この債向は糖尿群にもみとめられ,勝内分泌磯能の低下例でも輝外分泌については

術後早期から代償性機能克進がみられた｡

4) 90%以上の輝切除群 (N-5)では術後3週以内に糖尿を発生し,インスリンを投与せずに経過を観察

した｡p-Stestでは体重当りの液量は 0.53士0.26ml/kg,アミラーゼ量は 88士58uノkg,単位輝重量

当りではそれぞれ 1.02土0.49Ih]ノg,160士88u./gで,すべて対照群より低下しており,内分泌機能と

共に外分泌機能の低下が著しく,下痢とるい唐をきたし,9週以内に全例死亡した｡

5) 牌広範切除後の滞外分泌機能は輝内分泌機能と共に勝切除率と関連して特徴的な変動を呈した｡揮切

除後の内,外分泌機能の予備能には明らかな差がみとめられた｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

輝癌をこ対する治療の原則は,環極的な広範揮切除術であるが,広範膜切除術後の病態生理には,なお不

明な点が多い.著者は,揮広範切除後の病態生理,特に外分泌磯能を検索する為に,雑種成犬に50%以七

の切除率で揮切除を施行し,残存輝の外分泌機能の変動を観察し,併せて内分泌磯能との相関開拓も検討

したoその結果,70%以下 (50%以上)の勝切除群では,残存輝の外分泌機能,内分泌機能共によく維持

されていた｡これに反して,91%以上の岸切除群では,術後3過以内に Sandmeyer塾糖尿を発生し,イ

ソス1)ソを授与しない限り,内分泌,外分泌機能共に著明に低下し, 9遇以内に全例が死亡した.一万,

71%以上90%以内輝切除群では,術後一定期間を経て糖尿を発生する群と,発生しない群があり,外分泌

機能は内分泌機能に相関し,糖尿発生群では非糖尿群より機能低下が著しい債向を示した｡しかしながら

両群共に,70%以下の切除群では代償性機能克進とも云い得る単位勝重量当りの揮液量,揮酵素量の増加

がみられた｡

以上の研究は,揮広範切除後の病態生理の解明に貢献し,揮疾患の治療に寄与する所が多い｡

したがって本論文は,医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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